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地球温暖化のジレンマ


は��の�で����を�えている�この�では�����の��を���な��から�
�するが����を�がせている�� !�の"#をどのように$ったらよいか%を&ませている�
�'には�(��が !なのは�)*に+,-を./する01が23するためで�その456はH2O
であるが�0.03789:まれている CO2 もわずかに;<している=と�える�(��の>?) に
@Aを<えるのは4としてBCのDEであるが�FG��)*の CO2H9がIJKLにあるため�
) もIJしているらしい=と�いたってMNれがOい�
IPCC のP４Q	RSによると��TUVにW2したXYをZ[した\]�2090Gから2099Gの
>?) は�20�^_より４`くらい!かくなるらしい�a�で6.4`と	Rしているが��
は)
bのシミュレーションをcdにしているわけではないのでこのefにgしてhiする)はないが�
�この４`のIJのために��jがklするかのようにマスコミが�いでいる��からm4000Gn
はo3より３�４`は !だったと�えられている�そのpの) になることがそれほど�きな"
#なのだろうか�４`くらいの) IJではqrのsはtけない�むしろuvwがxえるのでsは
xえる�し�yz{もそれほどIJしない�|なくとも}~はl�しない� !で CO2H9が�
ければ��0の5�には�い��となるのだが��
 !�の��はともかく���CO2 の��wを�らすために���も��も%を&ませている�

1997Gに��した����Sにおいて���は2012Gまでに1990Gと��して６7の��をm�し
た�EU は８7��だが�その��で�に８7�I��wは�|していたので�1��する��が
ない��jの207�Iの CO2 を��しているアメリカは��した�カナダは�めた�インドと*
 は¡I $いで¢£ない�ロシアは¤に107�I¥6に��できる¥¦がある��§に�らさ
ないといけないのは��だけである�1990Gの��で�にエネルギー¨©の�いXYをª5してい
た��にとって�６7の��は«¬である�®に��が６7の��に5�したとしても�インド
や* の��wのx¯はこれを°かにI±るので�²³�CO2 の��wは�らない�そもそも�*
にある�TUVを�Iに´り�せば�それらはやがて CO2 をµ¶した·¸サイクルに¹るので�
�)*の CO2H9はx¯する��ºに�らしたいならば��TUV»¼の01は6½されないª
にして�*かy¾に¿じÀめるしかない�いずれにせよ�����Sのm�をÁるため� CO2 の
��ÂVとして��はG�m２ÃÄのおÅをつぎÀむものとÆÇされている�
���ÈのÉÊは��'にËを<えることだとÌっているので�このÍÎでも(����はチャ
ンスであるÏ=とÐいている�このÑÒÓ"#になるのは�TÔÕ¼のÖ×と�えている�TÔが
Øくなれば�¨©�なÙ�をÚÛできなくなるため�Ü0の'Ýwは�|するし�¯えて�Þßが
ストップするので��àáなâãäåになる�このäåをæうには��TÔXYをç�するしかな
いが�����Sのため��が�でも��は��9でこれにLかわざるを�ない��TÔXYをç
�した�j�のÑ� になれるチャンスである�BCの�みをエネルギー¼にして���したアー
バンマインをÕ¼にして� §�に��して��jから�	される になる�それには
���Û

�が��になるが�|おÅがかかる�CO2 の��ÂVをこれに±せないものか���� !�の
ジレンマである�
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ま え が き
��ガスは�メタン�60 v/v�����ガスの	


を�すパーセントは v/v�とする������
40�を���とする���ガスであり�����
なバイオマスエネルギである������ !"で
は�#$この��ガスを��タンク�メタン%&'�

の()と"*+,-.に/0してきたが�%�ガス
1のうち 123 は34ガスとして56 �していた�
そこで����と78は��ガスの100�9:/
0を;<して�2004=
より�� !"において>
?@AをBCした�D@Aでは���ガスをメタン
97�にEFするGHをIJし�そのEFガス�バ
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国内初の消化ガス精製・自動車燃料

供給プラントの稼働実績
Japan's First Commercial Plant to Upgrade

Biogas for Use as Vehicle Fuel

“こうべバイオガスステーション”始動

OPQR��ガスをSTPUVWをもちいてEFすることにより�メタン	
97�に	Xした

YZガスと?[のS\]なEFガスがえられ�YZガス^_`�aとしての/0が��となる�7

8は2008=２bcにd*eの��ガスEFf^_`�aghプラントであるiこうべバイオガスj

0-.kをlmしnそのopしをqrした�そのsn１カbtのuvghをwて2008=４bよりY

Zガス^_`への�aのDxghをBCしている�

With the water scrubber technology at an elevated pressure biogas from anaerobic digestion of sewage
sludge is upgraded to 97� methane content. The upgraded biogas can be used as fuel for natural gas
vehicles. Kobelco Eco-Solutions delivered Japan's first commercial plant to upgrade digester gas and
finished commissioning in February 2008. The biogas filling station where upgraded biogas is refueled
to natural gas vehicles started commercial operations on 1st April 2008.

Key Wordsy

O P Q R Sewage sludge
� � ガ ス Digester gas
E F Upgrading
S T P U V W Water scrubbing technology
YZガス^_` Natural gas vehicle
シ ロ キ サ ン Siloxane
バイオガスステーション Biogas Filling Station
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イオ��ガスと�ぶ�を��ガス����NGV	
CNG��へ
��してきた�さらに	���

���における�ガスおよび��テストでは	バイ
オ��ガスと��ガスでの��な�がないことを�
�した�また	これらのテストでは��の CNG�
に�して��の� は!"であった�
#$%$�の&'を(まえて2006)*に+,した
-.が2008)２/に01し	CNG�に23を�
する4こうべバイオガスステーション5が４/より

�6を78した�なお	こうべバイオガスに9めら
れていた:;を�１に<す�
ここでは	=>ガスの?@AB�CDではバイオ
��ガス>と�ぶ�	EFGHIのJKL"および
そのMN;OをPQする�

����ガス�����バイオ	
ガス��
#JKの?@RHはSTUVWXをY6しており	

�１に<すようにT�Zでは[\>]^のUへの_
`*はabにSくなるが	メタンガスの_`*はほ
とんどc>しないという:dをY6している�
?@のefをgh>したイメージを�２に<し	
#ABをij>した4バイオ��ガス>JK5のk
lフローを�３に<す�#JKでは	VWmZnか
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ら��を��させた��ガス�0.9 MPa�を	
し�
��から���を��する�この�����には
�とガスを���に��させるための���が�め
られており� !"にて��させることで#$�%
&や'()�*��&�シロキサン+�を,-�に
�に��させ����.�からメタンガス/097
1に�したバイオ23ガスをえる�
45��に6�された��は�7��で��を

8げることで�にわずかに9:したメタンを;り<
し�このガスを=0���に>すことでメタンガス
の?��は971@�とすることがABとなってい
る�さらに�7�Cの��をDE�の��にFGし�
�とHEをIJに !"��させることで��に9
:した#$�%&をK<させ����はLM6�
されている�
なお�NOPではこの���のLM6�のQ�
RSからTU��の	
をVけ4?の6�でRSに
TてK<する4W6�の,-をABなXYにしてい
る�

��� � � �
Z[\]^におけるNOPは�_にガス�OP

���１��ガスタンクOP���２�およびガス�
�OP�こうべバイオガスステーション���３�

からX`されている���タンクとこれらOPのa
bをフローとして�４にcし�dOPの_efgの
hJを�２にまとめる�
ガス�OPの\]B�は���ガスのijHk
lUである15 000 m3N/d に mしている�no�には
8 000 m3N/d をpqしており�この^rs5 000 m3N/d
のバイオ23ガスがえられる�Z[\]^では�この
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�４ OPTzフロー

��２ ガスタンクOP

��３ こうべバイオガスステーション



�3 000 m3N/d が��で��され��りの2 000 m3N/d
�1�50 km	
する���バスで�40��に���
がこうべバイオガスステーションに����となって
いる�
��ガスは����であるが� !ガス"#$の
%&として��する�'�()ガス*+,の-.に
より�/01に2れた�'に�いを34できなけれ
ばならない�その56については�7856を9�
し�:�;には<=ガスの�いのするテトラヒドロ
チオフェン�>?6@C4H8S�をA�している�
ガスタンクBCのガスDE�Fは��3 000 m3N
としている�これは���するバイオ !ガスを12
GH�IJDEができる�FをKする�また�ガス
タンクBCには�Lのバイオ !ガスをKするため�
MNGにガスの��をOPするために+QRSとし
てMNOPTをBけている�
こうべバイオガスステーションには�CNG$に
バイオ !ガスを��するために�24.5 MPa まで
U)するための)VWユニット�１X�をBSして
いる�)VLは�GHあたり300 m3N�１�50 km	

する���バスで�６��に���となってい
る�また�こうべバイオガスステーションで�ガス

されるYバスには���４にZしたようにラッピン
グを[しY\に PRの][をおこなっている�

��� � � �
�BCのガス�^_`を�３にZす�ab6のc
defGのデータである�]g]hにおいてi.し
た !ガス"#$の%&として��する�'の��
ガスefjkl��１�を�mn�ともopしてい
る�qrsKのtuvであるシロキサンは99wI
Jの(いxyzがえられており���ガス1の{|
はきわめて}いlである�また���に~する��
�Fは��>ガス 1 m3N あたり0.36 kWh���ガス
1 m3N あたり0.63 kWh であった�これより���に
~する�Fは���ガスの*Kエネルギの６w�|
であり���によるエネルギロスは��}いlであ
る�
また�こうべバイオガスステーションのバイオ 
!ガス��]�は�４�で17 172 m3N��570 m3N/d��
５�で24 859 m3N��800 m3N/d��６�では��1 200
m3N����と��Lは��している�

む す び
2008�４�１�に��を��したガスステーショ
ンでYバスをはじめとする !ガス"#$の%&と
しての��が���に�まった�qr��を�&と
するバイオマスエネルギは�カーボンニュートラル�
であり����な}��$である CNG$の%&と
して��すれば�><%&を��でき��>=�の
��にK�である�また�CNG$への��のみな
らず����することで�さらなる��>=�の�
�に��できる�
� に��¡¢を£めるにあたり�¤�なご¥¦�
ご§Fをいただいた¨©YªB«qr¬®¯�°
rb±センターの²³m´に�µく¶·の¸を�し
ます�
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�３ ]BCのガス�^_`
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ガス��BC

�>ガス��RS
:�RS

()rÑÒ,�330 m3N/hÓ２ÔÕ
786

ガスタンクBC
Ö×1)ガスホルダ 1 500 m3N��Ó２X

�0.8 MPa�ØÙ�7.1m�
ガスÚÛBC�こうべバイオガスステーション�

)VWユニット
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300 m3N/hÓ24.5 MPa
250 LÓ24.5 MPaÓ12�
ÚÛ)F19.6 MPaÓ２Ý

��４ Y\への PR�にラッピングされたYバス



ま え が き
��より���の�いわが�では���ごみなど
の	
�は�に�され�その�さは����がな
されてきた�しかし�1990��に�り�ダイオキシ
ン�に��される����の��� や!"��#
の$%に&'するさらなる()*がごみ�+,に
おいて-められるようになった�

ガス*./プロセスは���ごみの0�するエネ
ルギを12し��の�34より56で7をおこ
なうことで�����の��� と./スラグ*に
よる()*を89に:;するものであり�2008�６
<=>では?�で80+,を@えるA,BCを�する�
スタンダードなDEのひとつに;Fした�
GHは2000�10<に�IJの��ごみKけLMN
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流動床式ガス化溶融炉の長期連続運転
Long-term, Continuous Operation of MSW
Fluidized-bed Gasification and Melting Plant

ガス*./プロセスは���ごみのXつエネルギを12して��の�34より56で7をお

こなうことで�QRYZの[(と\れた]^_*を89に:;するものであり�2008�６<=>で

は?�に80を@えるA,BCを�する�スタンダードDEのひとつに;Fした�GHは2000�10<

に`abcdeセンターをfgしてh��=>までに�i８+,をfgさせ�いずれの+,もjk

lmをnoしている�なかでも�ビュークリーンおくえつでは228pqorsというBCをえている�

With utilization of valuable energy in MSW, high-temperature combustion is performed in gasification
and melting process, so this process has less environmental load and a superior resource recovery ratio
and has grown up to a standard type after construction of over eighty plants in Japan.Uas of June,
2008WOur company has completed eight plants including Chubu-kamikita plant in October 2000. All
of our completed plants have been successful in stable operation. Especially, Okuetsu plant has
achieved continuous operation of 228 days.

Key Wordst

� � ご み Municipal solid wasteUMSWW
ガ ス * . / Gasification and melting
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�ガス�����を��させて	
��までに�
８��を��させている���１�いずれの��も
��に����を��しており�なかでも������

７�に��したビュークリーンおくえつ�����
では����を える!"#�$%の&'をえている�
()では�ビュークリーンおくえつの$%データ
を*+に���&'および#�$%を,える-.に
ついて/す�

����の��
01の234�ガス���-.は�!�5ってき
た67ごみ234�89-.と�15�	:の$%&
'を;する<=>?@A2��-.をBCせ�DE
された-.をFGけとしてHIされたJKLのMい
-.である�
���プロセス��

(-.をNOしたビュークリーンおくえつ�ガス
������の��PQを�１に�RSフローを�

２に/す���のRSTUVはWXYZごみのほか�
[�されたリサイクル��の\]^さ�<=>?で
ある�ごみピットはダブルピット_�をNOしてお
り�`abをオフライン�している�ごみは`ab
で`aされたcにガス�dへefされ�dgからe
fしたhiによりjklでガス�される�ごみ*の
m]Vは23jとともに*nのopqから#�rp
され�sやアルミなどのtuvがwx�のyzでA
Yできる�
ガス�dでI{した\]Lガスとw]|}は��
dで1 250~	:のM�で��]8させるとともに�
��された��を��し�p��からスラグとして
AYする�また�ガレキなどのm]Vは�ac��
�dに�efされ�スラグとしてAYされる���
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�１ � � P Q

� � � � ビュークリーンおくえつ

� � � � 84 t/d�42 t/d�２d�

R S _ � 234�ガス���d

� � e f � � ピットアンドクレーン_�

rガス�9�� ��ボイラ�=��_�

rガスRS�� ��� ¡�ろ¢�Zじん£

¤¥¦§¨©ª«

ば い じ ん¬0.01 g/m3N	<
®x�V¬50 ppm	<
¯}x�V¬100 ppm	<
° � = }¬50 ppm	<
Wx�|}¬30 ppm	<
DXNsv ¬0.1 ng-TEQ/m3N	<

�１ � � y ±
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スラグは��された������を	され�スラグ
ヤードに
えられる�
��から��された�ガスは��ボイラ���
�にて�170�に��された��バグフィルタにて
ばいじん������ダイオキシン�などの� !
"を#$され�%&より'(に��される�
��ボイラにおいて)*された+,は-./�0
%12/3,の4��56789のタービン:;�
<=	>の?@�ABおよびCDするEFGH	>
への?@にもちいられている�また�IJKLMN
O�8PLMNOをQR=に>Oしており�LMM
Pは<=にてS/されている�
���� � � �

ガス��	>のTUVWを�２にXす��YZ
が[\からの]^�Yを_	することにより�TU
Zの`ab�および41Gcをdeした	>のfg

hなTiがおこなわれている�また�このTUVW
はTUjklmnよりopすることなくqrされて
おり�sTUtのuvがwxしてきたyzではさら
に{_したTU��Yがおこなえている�

��� � � �
ビュークリーンおくえつにおける|}~�の��
_�を�３にXす��'�とも2006�2007��の�
�]^を�て����19 000 t のごみを��に��
している�
���rTUnの��_�を�３にXす��より
�められるように�2007�３�から10�までに228
[の���rTUを��している���はこれまで
�８	>を|}させているが�これら�くの	>の
TU_�をふまえ�u���を��し�qrhなu
���をおこなってきた��)�このような���
rTUが��できたことは���のような	>のf
ghなTiにつながるものとdえる�
  	>の_¡に¢じて�£¤をもった�¥¦§が
¨©

ª «¬)®�にともなう¯-v®�など°±²
�³の´�

��	
��を�える�
�rTUをµえた>�および¦§u�の�¶につ
いて�~�に·¸する�
���ガス��の�����

ガス��は�¹ºの»;¼.��にくらべて½¾
¿Àあたり�２Áのごみvが��される�したがっ
て�ÂÃの»;¡ÄにÅÆをÇえるÈ-!`aがÉ
くなるため�よりÊ�した»;¡Äを°±するËÌ
がある���では�４にXすÍÎÏ�ÐÑÒÓÔÕ
をÖ/しており�È-!は3,ノズルから��され
る-.3,により×�された,ØにÙいÚまれなが
ら�ÍÛÜにÝかって�Þをß;していき�àáh
にはÏ�²から�rhに��される�
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ガス�����で��された�	
���の�
��を�５に�す���の��は�の����の�
��０は�の���100は�� !を�しており�
��"#で$%した�	の��が&できているこ
とがわかる�その������'で()*な+,#

が
�せず�シンタリングなどの-./0につなが
るトラブルの
�が10できている�
������の����

2345-.には67�から89されるスラグの
$%9:が;<=である�>?は@Aバーナなどに
よるBCがなくても9:Dの,�がスラグの67,
�EFにGHできるIJをKLしている�9:Dの
,�は9:DへのM�な8ガスのNO�9:DのP
Q�シュートのRCSなどによりT%されるが�>
?では�６に�すようにU�%��やCNVWX
プログラムをもちいたYZWXによる[\を]ね�
M^なPQをT%しており�67�9:Dの,�は
1 200_`�にGHされている�
さらに�$%した9:QaをGHするため�スラ
グのbc��CaO/SiO2!deをおこない�スラグの
67,�を1 200_EfにGHしている���７!
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���クリンカ�ダスト����

ごみ����においては�クリンカ�ダスト��
に	する�
�の�が������に�きな��
を�える���においても�これまで��した��
トラブルをふまえ��
の��に�めてきた�

１ !"#$%
!"#$%では�&'(�をはかるべく(�)*
を+,しているが�-./な0123にともないク
リンカが��するという45が67していた���
では89:;による$%01<=>�８ をもとに
#を�
するとともに�)*?の@Aによる$%0
1のBCDなどEFGでのHIもJえながらこの4
5を:Kしている�
２ L 0 M

L0MNの01OP=QRSを�９にTす���
ではL0MのUV�WX�YZ[ノズル\]および
Z[^_を89:;に`づいてabしている�c=
RSではdGefもgめ�MN'hにわたり100i
j3の20hがklしていない�したがって�Nd
やダストがmnVoにならないため�ダスト��を
pqできている�
���ダブルピットの��

rstをgめた,じんuのトラブルpqのため�
vwx�なごみをyzに�Qしているものの�c{
には|}~の��が�wすることは�けられず��
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���の��と���	の
�の�になっていた�
�10にごみピット��の��による�じん����
の��を�す�シングルピットを��した���で
は !"およびその#$"%のトラブルは&'�じ
ん��に(るが)ダブルピット��を��したビュー
クリーンおくえつではこれらのトラブルが�じん�
�に&*しないため)�じん����を+40,-
.できている�
また) !"などのトラブルが�じん��に&*
しなくなったため)トラブルが/0しても123な
��をおこなう45がなくなった�その*6)12
����は78した���にくらべ)+80,-.

できている�12���	の9.は):の"%の;
<=>にあてることができ)�'3に?@��AB
にCDしているとEえる�

����の��
FGのHI?@��Jに0じたKなトラブルのL
Mを�４に�す�えられたNOはFPの�QにRS
させていくとともに)T/��をU7に<�する;
<=>のVWからXYZW[LMをO&すなど)よ
り\�した��が]@できるよう^_`aにbめて
いく�

む す び
cde�ガスfghi１j"であるJklmno
センターがpqしてから７rあまりがstしたが)
]@3な^_`aの*6)ビュークリーンおくえつ
にて200uをvえるHI?@��をABすることが
できた�FPは)よりwxな���yのOzめおよ
び{|}~�の�.に��み)^_のB��を�め
ていきたい�
wPに)FGの?@����にあたり)��なご
��をいただきました��Z��������U�
���に�く���しlげるとともに)����に
�わる�����に� を¡します�

��	
��

１¢£�=¤ら¥¦§¨f^_)Vol.7)No.3©2008¢)p.20
２¢ª«¬ら¥®¯¦§ソリューション^°)Vol.4)
No.2©2008¢)p.7
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�４ Kなトラブルとその²³

ごみ !"の´の µ ¶·©¸¹º»¢かみ¼み
Z½¾への¿/ÀdのÁf ©���¢

Z !´のÁ�アップの[Â

ÃÄコンベヤのtÅcトリップ ÄのÆÇによるÈÉ�	の
�
ZÅcÊのË�XYなどによる;<=>ÌÍ
のÁf

ボイラLでのÎガスÏÐlÑ ホッパLでのÄのÒÓ
ZQÔ3なスートブローの��により��に
ÎÕされるÄÖを.らす
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ま え が き
グラスライニング����GL と�ぶ���	

は��１に�すように���である�������
バッフルのほかに�����マンホール������
センサーなどのアクセサリーで��されている��
�がGL�になれば�アクセサリー��なども�て
GL�を されることになり�!"はこれまで#
$#%なGL��を&'してきた�しかし�()プ

ラントの*+,を-めることを./にグラス,0の
12や�	
の34,�56789の:;,�<=
>?などさまざまな@Aニーズが-まってきており�
BCの��ではD	がEFになってきた�
!"はこれらのニーズにこたえるために��１に
�すGH�をIJしてきた�これらH�はすでにK
LにMNパンテツク>O�MNPQソリューション
>OでRSし�#TのUVをWしている�XYでは
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顧客ニーズに応えるグラスライニング新商品群
Technological Introduction of Glass Lining New Products

That Live Up to Customer Needs

!"では[)にわたりグラスライニング��	
を�\してきた�この]�@Aニーズの^_に

`わせ�abしたノウハウをもとにグラスのcd���>?のce�アクセサリーfのブラッシュ

アップをおこないGH�を2gしてきた�これらGH�は�すでに>OでRSされたものではある

が�XYではグラスライニングGH�hのiまとめをおこない�jk�とlmしたn[をopにR

Sする�

We have manufactured glass-lined reactors for so many years. According to the variation in customer
needs, we have improved material of glass, technology of agitation system and glass-lined accessories.
And we have put a lot of new products on the market. In this paper, we summarizes these new
products and introduces mainly their selling points compared with the conventional products.

Key Wordsq

@ A ニ ー ズ Customer needs
G H � New products
グラスライニング�GL� Glass Lining�GL�
r s , Resistance to corrosion
: ; , Cleanability
コ ン タ ミ レ ス Contamination-free
3 4 , Operability

�セールスポイント�

グラスライニングは�tuvwをxsPQyからz{するためにNの|}にガラスを~`させる
という�`>?である�rs,を される_������でグラスライニング��は#T��さ
れている�

プロセス
����
>?� GL���
� � � S
Yusuke Ijima
� � � �
Hiroyuki Tokuoka



これらの����の�まとめをおこなうとともに�
�PPG���ツインスター���クリーンフラッシュバ
ルブ���E	マンホール��グラス
���の
�レジグラス�を��げ���や�����などに
ついて��する�

��ファーマグラス�����
������で��な�� !および�" !の
#$%GMP&に'した()が�*される��+�
�,-に.しては�/0とは1なったGL,-の�
�が�*されている�とくに23�の4�や�,-
のアルカリ23のための5アルカリ678�9の:
;�4�など���のみならず�<=�>�ファイ
ンケミカル?@においても�しい��をAつグラス
が��となってきている�
BCにおいても�GL,-の�Dが�EF,-を
��とする/0のGHIJ�KLM�などから�N
OF,-がNPの���ファインケミカル?@へと
QりRわっているSTをUまえ�PWGCとのVW
XYにより2003Z10[より\]^_で PPG の`a
をbcした�
������の��

�����dるくeやすいライトブルーカラー
これまで�グラスライニングのグラスのfはgh
fがi$fで�ユーザの�*によりjfも�kして
きた�i$fのghfのlm�n_がoく�pきq
からn_がrsしづらく�また�jfのlmは�_
tuがjfであることのvい���などでt-23
wのグラスxへのyzが{|しづらいという}~が
みられた�PPG のライトブルーカラーについては
�のような~が��されている�
�&��でのユーザ��の���ライトブルーカラー
と��fのfの��がeられなかったこと�
�&�fの��のグラスxへのyzでもコントラス
トがよく�yzT�がはっきりわかること�
�&/0のoいn_と��して��にn_がdるく
n_の�|�が��されること�
その���23wのグラス�xへのyzuの��

����ソリューションV� Vol. 5 No. 1%2008�8&14
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�１ GL�� ,

�１ ���¡¢

? £ � � ¤ ¥ �

グ ラ ス
PPG
ECOGL

���D4けグラス
¦<�グラス

§ ¨ © ツインスター ª«w¬©にわる®,�§¨©

¯ ° ± ² ノンコンタクトシール シール³からのコンタミを´µする¯°

アクセサリー

クリーンフラッシュバルブ
サンプリングバルブ
クランプレスマンホール
E	マンホール
グラスセンサー ST

コンタミ�¶·れを¸¹したº»バルブ
バルブのb¼だけでサンプリングが½�
ハンドル¾kだけでb¼できるマンホール
8いやすくクリーンなマンホール
 ¿�にÀれたGL�ÁÂÃ

�  � レジグラス �しいグラス
�KL��



の��が��におこなえるようになった�PPG グ
ラスと��のグラス�9000のグラス	の
�を��

１に�す�
�������の��
PPG はグラスの�����を��させることに
より���のグラス��より�らかなグラス��を
��している���のグラスと��して PPG には
ミクロなレベルでの��なうねり�へこみが�ない�
これにより�� !の"�が#$でき�� !の
�プロセスにおけるダウンタイムが#$できる�
�����%れた&'�
()においては�*+,-./0の1くは FDA

23',*+,45によって67され�またそれら
のプロセスの1くは8�から9�であるが��:
には;アルカリ270<=pH10>125による7?
�2Cleaning in place5をおこなうことが1い�PPG
は&アルカリ�@の��がはかられており�ABの
CDグラス�9000に
しても&アルカリ�が20E
��した�@をFっている�また&9�&G�につ
いては���のABCDグラスと��してHIの�
@をJしている�PPG の&'�@を�２に�す�
�Kでは*+LMNOでもPLされるケースがQ
Rしており�STUのVWXYもZい�

���ツインスター�
GL-[\]の^_`としてはオーバルabcU
d`やアンカー`のeに�ABがfgしたフルゾー
ン`などがある�このうちフルゾーン`はその%れ
た^_�@から�8ZhijのZkl^_�Gmn
R�9�[\などの��ガスop^_�また�qr
などのLMでプロセスstならびにuv�にwxし
ている�
yz�{8hij^_では��からオーバルab
cUd`が|Lされており�GL}~の��さ�{
コストなどを��に GL-^_`��の�60EN
�を�めてきた�
この{8hij^_においてもVWニーズは�の

ように1�かつZi�し���のオーバルabcU
d`ではこれらのニーズを��することが��となっ
てきた�
� �j�から����まで^_ができること�
� bcUd`よりも%れた^_�@をJすること�
� ^_`の��が�いこと�
ABでは���のニーズを��する�a^_`と
してGL-�ツインスター�をfgした�
���ツインスターの��

ツインスターの��を��２に�す�ツインスター
は�c�`であり�`��をy��り げUdさせ
た¡¢にシンプルな��である�また�^_`£�
を^_¤¥�2¦�§�5に¨う��としており�
^_`©?2Zさ5が��のオーバルabcUd`
よりも{い©?となっている�この��は^_ª«
�¬によって�@��をおこない®�した¯°と
してえられた�
���ツインスターの�	

N£にツインスターの±²を�す�
� ³´aの^_¤へのµ�けが¶@2センターマ
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��１ ��CDグラス�90002½5と PPG2¾5

��２ ツインスターの��

� � � � � � � � 	 
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ンホールからの��が���であり�サニタリー
�が�い	またクライオロック
も��である	
 オーバル������の1.4�２�の����
を�する	
� �３に�すように������ の３!"#の
$ から����である	
% オーバル������の50�80!の&'で(
)の*+,-および$.の/0が��である	
1 シンプルな23であり�45�が�6である	
7 89が��である	
: オーバル������と;サイズの<=�があ
り�>?の���の@AにもBC��である	
ツインスターはDれた����とE$ BCから
オーバル������にFわるGH���としてI
Jの89KLを�している	

���クリーンフラッシュバルブ�
MNのフラッシュバルブは�OPの;QRにグラ

ンドパッキンをSHしているタイプがもっともTU
Vである	しかしグランドRの8Wへのコンタミ�
$XれによるバルブのYZや/[\459]が^_
であるなどの`aを�していた	また�bc23の
PTFE8ベローズをSHしたタイプは�ベローズde
や23の`aによりバルブfRに$がgまりやすく
コンタミhiのjkとなる	
lmはこれらMNWの`anを@oすべくpクリー
ンフラッシュバルブqをrhした	クリーンフラッ
シュバルブのstを��３に�す	またMNWとの
uAvwを�４に�す	
���クリーンフラッシュバルブの��

グランドパッキンはコンタミ�$Xれの`aがあ
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���������$	
�

�������%���
����"&��'()�
��*��#

�+,-� ./0123

�３ E$ ��のvw

�４ uAvw�

4�56(7�89�:;<

=
>?@A�BC

DE02FG�H��I�

JK�L:MN

OPQ�RS�:TU

VWXYZ0[\Z]^_`ab cd30\Z]^_`ab VWXef3g\Z]^_`ab

��３ クリーンフラッシュバルブ



るため����には PTFE�ベローズを��してい
る�
	
の PTFE���ベローズは��の�み�み
が��であったためベローズ��は��を��した�
��および���とのシール�にはOリングを��
していることにより��れのない��となっている�
また� !"#$を�%にするため���に��
�を#�んだまま !できるよう&'���の()
*がなされている�
���クリーンフラッシュバルブの��

クリーンフラッシュバルブの+,を-.に/す�
0 コンタミ���れ��み�みを!1
"グランド�をもたないので�コンタミ���れ
がない�
"234 PTFE���ベローズは56�などの�
み�みがない�

7  !"#$が�%で89:が;<
"=>パーツは?8いが@A
B 56�をCむ��DEFのGまりをHI
"�JKLの()*で56�のGまりをHI
"3MNOPQにより�DEFRをST
U VW*をXY
"Z[	
\と]^して_30`VW
"abタイプはcdb�エアシリンダの��でe

fW16 kg をXY
g 3hのid:を;<
"jbタイプはk�ハンドルを��
GL�lmnには�op GL�フラッシュバルブが
qrされるが�そのほとんどにクリーンフラッシュバ
ルブが��されている�とくに�もれがなく�VW
で !"#$が�%なsでtいuvwxをえている�

�����マンホール�

GL�lmnにはy��のsz�として�<�
にマンホールが{けられている�|}�マンホール
は~�の��Mとしてももちいられることが�く�
そのため3hの��も�く�マンホールの�は��
のクランプにより�めqけられており�3hd�に
FRがかかる�さらに���では�\のt��*に
�する>�のtまりにともない���{�に�して
コンタミレス*および89:の�さが�められてい
る�Z[ではこれらの��を!�するため�GLn
���E�マンホール�の34をおこなった�
�����マンホールの��

E�マンホールと	
�マンホールの��をそれ
ぞれ�	４�５に���をそれぞれ
５�６に/す�
	
のマンホールではグラスライニング�ガスケッ
ト�CRTN�を��しているが���NOが�く�
���にも�いものであるため�シールを�Xにお
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�	４ E�マンホール�� �	５ 	
�マンホール��


５ E�マンホール 
６ 	
�マンホール



こなうためにはクランプが14���となる�しかし�
E�マンホールはシール�に FEP�	 O リングを

�している�Oリングは��であり���には
やわらかなゴムを
�しているため��つぶし�が
�さく���のクランプで��な��け�をえるこ
とができる�サイズ�400 mm の E�マンホールの
���クランプの����は４�である�このため�
マンホールの��けおよび��け��の� の!"
を#$に%&できる�また�'(は)*に+,�
き�-.りノズルが/い01としているため23が
4くなり�567も8.している�
�����マンホールの��

E�マンホールは9:のマンホールと;<し�=
>の?@をAする�
B クランプが�なく�CDE�がFGである�
H Oリングを
�しているためガスケットIJが

K�である�
L O リングはFGに,Mすことができるため�O
リングへの�NOPのQ,りがFGである�
R '(の-.りノズルが/いため23が4い�ま
た�567も8.している�
E�マンホールは�STUVW0.19 MPa=>のX
WFY�としてCZしており�CD[\の]い^_
`で]�a�いただいている�またbcdW�FY
STへのe�もfgである�

���レジグラス�

�hのKiのjkPにより�ライニングされた
グラスlがmnすることがあり�そのような��に
は+ちにopをおこなう��がある�qrではst
のuvりopやwxyzピースによるopP�d{
のopを|}で~�しているが�stをもちいたo
pは�どのような01でもopできる^����し
やすいPの��を�えている�そのため�マイルド
な��にしかe�できず���な��>でも
�f
gなst��への��をユーザより�く��されて
いた�
そこで��したopをfgにしユーザ��\を8
.させるために��st���レジグラス�をCZ
した�
�����の�	の
����とレジグラス

9:qrでは�２に�すようにV４d�のop�
st��をAしており�mn��や��によって

い�けていた�しかし�いずれも���op�とし
て� でもちいるのは¡¢であり�£¤¥¦するこ
とができない1§であった�そのためユーザからよ
り��したopを��されていた�
9:��¨ベルゾナ R©とレジグラスのª�?7
の«;を�３に�す�どちらもエポキシ¬st��
であるが�®¯と°Aする±²�が³なるため�
®´のwµ¶7�·N7には#きな¸が¹じる�
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����とレジグラスの����の	
を�４に�
す�
���レジグラスの��

����にくらべレジグラスは��の��を�
する�
� ��およびグラス�に�する���が���
� ��の�� �が���
! "#��の$%&�を�する�
レジグラスの�'についてはフィールドテスト
を(して)*はもとよりGL+,-の./0におい
て123456に78され9:をえている�;<=
>8にはパッケージ?@のABもおこなっている�

��その�の���
これまでCべてきた�DのE?@の��を�５に
�す�

む す び
FGではここHIにわたりJKをLめてきたGL
MEN?@OについてPQした�R�げたSPPGT
SツインスターTSクリーンフラッシュバルブTSEU

マンホールTについてはすでにVくのWXYZがあ
りユーザからの[い:\をえている�またGL5
68のSレジグラスTについては]^WXYZを
_みユーザ`a�を��できるとbcしている�
]^も;<ニーズにdeした?@をfgしグラ
スライニングのトップメーカとして��?@のブラッ
シュアップE?@のJKをhiしユーザjkの
lm���にnoしていくpqである�

�	
��

１rstuvほかwxyパンテツクz{Vol.45No.1
|2001rp.33
２r}~��ほかwxyパンテツクz{Vol.46No.2
|2003rp.54
３r���uwxy��ソリューションz{Vol.1
No.1|2004rp.66

４rs���wxy��ソリューションz{Vol.1
No.2|2005rp.46

５rV���ほかwxy��ソリューションz{Vol.3
No.2|2007rp.21
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�４ ����とE���の����の	


����および���� =>��
j��とその����|MPar

� � � � レジグラス

��グラス
プライマーあり

50�U６h
� 7

プライマーなし 5.6 5.1

グ ラ ス
プライマーあり 80�U20 h � 9.2

プライマーなし

50�U６h

3.4 7.3

グ ラ ス
HCl��300 h^

プライマー
あり

�/ 2.7 8.4

./ 0.2 9.8

��sの����は10�の������を�した�
�グラス�への=>は���していないグラス�にサンプルを=�した�
�����の����は50�U10 hである�|メーカー ¡����が¢なるためr

�５ E?@の£な��と��@の¤¥�

¦ § ? @ ¨ £ な � � ��@の¤¥�

グラス ECOGL ©ª.の«ªを¬する®ª�グラス ©ª.によるグラス¯の°±

²³´µ ノンコンタクトシール シール�が¶2·のため¸¹ºが&ない シール�の»¹によるコンタミ

サンプリング
´µ

サンプリングバルブ
¼�の½¾¿ÀにかかわらずバルブのJ
ÁのみでサンプリングÂ'

Ãiサンプリングができない

マンホール クランプレスマンホール
sÄのハンドルÅÆのみでÇのÈÉけJ
ÊができJÁÆËÌÍをÎÏ

VHのクランプをÐ8している
ためJÁÆËにÌÍがかかる

Ñ�Ò グラスセンサー ST
タンタルチップÉÑ�Òと"#のÓれた
,Ô�

,ÔÕ�がÖく×ØがÙきい



ま え が き
��������においては�	に
���が
��されており�
��への����と��タン
クの��を��に��の��が�き まれている!
�����における"#$%&は�'()*の+
0.6,を-め�その.で��タンクの#$%&は�
��)*の#$%&の30/60,01と2われてい
る!そのほとんどが���き み�の345による
#$であり�345#$%&の67は�89:�$
の;7のみならず�<=>?@ABにもCDするこ
とができる!345の%&67E�としては�F�

GHの��IJKLのMNによる34�の;7や�
O&PQの;�による345RSO&の;7などが
Tげられる!UVでは�これらのニーズにW�する
XYとして�Zい��IJKL�;いO&PQを[
する\;O&PQF�GH]ニューエアー _̂をドイ
ツより`aし�bcの４deの�����]�１^

でfJしている!ここでは�ニューエアーをghす
るとともに������でのfJijをklする!

��ニューエアーの��と��
���� �

ニューエアーは�Zm1ポリエチレンをnoのp

qrstソリューションXk Vol. 5 No. 1]2008u8^20

低圧力損失散気装置“ニューエアー”
Low-pressure Loss Diffuser "Newair"

�����の��タンクでもちいるF�GHとして;いO&PQ�Zい��IJKLのvwを[

するF�GH]ニューエアー^をドイツから`aし�bc４deの�����でfJ.である!x

fJ.の�������タンクにおいて���IJKL�yz{|��}1~�を��し���

�を��するデータがえられた!(kでは�ニューエアーの���vwをghするとともに���

���でのfJijをklする!

Newair is the diffuser for sewage waste water treatment plants. We introduced it from Germany. At
the present day�Newair is running at four sewage plants in Japan. In one of these plants�we
measured oxygen transfer efficiencies� flow velocities of bottom area� and distributions of mixed
liquor suspended solids. In this report�we introduce specification, characteristic and running data of
Newair.

Key Words�

� � � � Sewage treatment
� � タ ン ク Aeration tank
F � G H Diffuser
; O & P Q Low-pressure loss
Z��IJKL High oxygen transfer effeciency
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���により��した���な	
��を�つ�
��である���は�ディスクタイプとチューブタ
イプがあり�ディスクタイプを��１に�チューブ
タイプを��２に�す�ディスクタイプは���
の��が240 mm であり���に���と��す
るコネクターを�している�チューブタイプは�
��の�さが500 mm�750 mmの２��があり� 
!が���と��できる��となっている�
���� �

ニューエアーの��"#の$%&を�１に�す�
'()ポリエチレンを��な����により��
��*#の	
を300��+)に����,#を
120��+)に-.することで�/のような��を
�している�

�����0い1234
��な	
��のため����を56する7の
5�89が:さく�1234は;1.5 kPa と<=に
0く>えることができる�
�����'い?@ABCD
,#の	
が120��と<=に:さいため�E	

な�FをGHし�'い?@ABCDがえられる�
�����IJ�'K)

チューブタイプは;700 gL750 mmLM�ディスク
タイプは;900 gとNOに�ちPびできるQJであ
る�RSは�'()ポリエチレンTで�K)も'く�
UVいがWXでYZ[に\れている�
�����\れた]^[�]_[
'()ポリエチレンTのため�pH�`)abな
ど]^[�]_[に\れている�

�����	
�
ニューエアーは�c,ではすでに200defgの
�hijkでlBしている�m*では�2005nから
opqrがlBし�チューブタイプ１s�ディスク
タイプ２sのtuovを�している�m*ovを�

１に�す�
��� � � �

�����w_xybセンター
ij�%は�z{|u}~�%�b��を��し
ており�１��は８��のh�から��されている�
それぞれのh�は�h�8.1 m の��であるため�
���はh�4.7 m にq�した����%となる�
また����にはz{が|uされており�ニューエ
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�１ m*ovとqr��

No. tuke i j k �
���
タイプ i j � % q��� tun� r �

１ ������ �� ��ybセンター ディスク ３¡ステップ�u%
�b¢��

£#¤� 2008n３� ��の¥¦は2007n４�よりlB

２ §¨��©� ª«¬ijk チューブ ®¯°[±²� £#¤� 2008n３�

３ ���³´� w_xybセンター チューブ z{|u}
~�%�b¢��

����� 2008n３�

µ ¶·�¸�¹ �º»ybセンター チューブ ®¯°[±²� ��� 2005n10� opqr

��１ ディスクタイプ

��２ チューブタイプ

���������

���������

�１ ��"#$%&



アーの��によって�����されている���３

に	
��をす�
������������

����は��������を� し�ディスク
タイプを!"#$に%
した&'(���により)
 されている���４に	
��をす�
�����*+,-./0センター
３1ステップ.2�3045�により)6をおこ
なっている���フローの789を�２にす�:

;タンクは�<=>"と?�"に@Aされ�?�"
には�ディスクタイプが1 344BCDられている
E��５F�<=>"の��Gは���６にすHI
'J��GKPABIOMixEパビオミックスFLが�
M18G	
されている�
��������	
センターの���

NOPのディスクタイプの�QRSをTUとして�
=>VOWX�#$.Y���Z[EMLSSFA\
の]^をおこなった�

_`abソリューションcd Vol. 5 No. 1E2008e8F22

�２ *+,-./0センター ��フロー

��５ *+,-./0センター ディスクタイプ

��６ *+,-./0センター パビオミックス

��３ fgh/0センター チューブタイプ

��４ ������� ディスクタイプ



�����������

��	
��の�タンクのため�������
はオフガス�により��した�オフガス�は���
より��される����������を��するこ
とで��に��した���を �する!�である�
��"#と$%&の'(を�２に)す�*ステッ
プとも$%&を+,る������がえられ�$%
-.を/0することを12した�
�����3 4 - .

5678は�96により:-;<を34�=>し
ている�34が?@AなB>�;<がCDにEFし�
GHのIJとなることがある�このため�;<のE
Fがないことを12するために��タンクKの3
4-.のLMとしてCDNOPQCより100 mmR
と�SKの;<��のATを��した���は�U

３ステップのV6Sにおいておこなった�
�３にCDNOを��４に;<��のATの��
"#を)す�CDNOは;<がEFするとされるW
Xの10 cm/YをZきく+,る29.6[45.1 cm/YのNO
がえられていることを12した�また�;<��の
ATは�CDPCDより100 mmR��\P\�]R�
+\P��より500 mmRで*\ごとに４^_�>
%12^_��した�;<��は�`2 200[2 500
mg/L と�ほぼSKでabにATしており�;<が
EFすることなく�cVに34されていることを1
2した�

む す び
ニューエアーは�dK４^_のe�GHBでf�
�である��f��の$gにおいて�-.hiP�
������34-.Rをおこない�cVな"#が
えられた�
e�GHj$は�j$のkl�やGH�のm�G
H�のため�no�pqがrめられている�ニュー
エアーは�stuvがwく�mい������をx
していることから�yz{�が|}するm�GHに
おいても�~$の�{�を��することなく�56
78のnoが�.である�また���で��もmい
ことからj�-にも�れているなど�no�zに�
�した5678であり���さらにe�GHBで�
�されることを��したい�
��に��Zなご�tを�きました��*���
���にご���きました��テクノP�R ¡¢£
に¤く¥¦の§を¨します�
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�２ ��������"#

��^_
� ¤
®m¯

56�¤
®m¯

°±�²'
®³¯

������®³¯

��"# $ % &

U１ステップ 6.4
24.77
21.34

20.2

U２ステップ 4.5 4.05 5.3
26.38
21.34

19.1

U３ステップ 4.45
19.92
18.69

18.0

�３ CDNO��"#

��^_
CDNO
®cm/Y¯

U３ステップ 29.6[45.1

�４ ;<��AT��"#

��B_ ���8
MLSS
®mg/L¯

U３ステップ

+\P��より500 mmR

�\PS�]R

e\PCDより100 mmR

2 215[2 511

2 217[2 550

2 182[2 550
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水リサイクル技術への取組み
Activities on Water Recycle

膜をもちいた水リサイクル技術と�値モデルによる
膜閉塞解析例の紹介

21
�は�の�といわれている�これまでのように�に��を��するだけではなく����

を��し�����の�い�として���することが�められてきている�� は�これまで�!

�"�#�$%&'�セット�()*�リサイクルなど�+,-.をもちいた�リサイクル�/の

01を2している�とくに�()*�は�3の45が6きいことから�+,-.を78する79.

の:;<=>が?@である�ABらは�.CDまりモデル���モデル	により.EFGをHIさ

せない:;JKを�めた���モデルは�COD にLMする.CDまりのNOをよく�Pすることが

でき��Q0 となる-RSTで:;することにより�.EFGをHIさせない:;がUVであった�

The 21st century is called the age of water. It has been requested wastewater not only is processed
up to now but also to reproduce the processing water, and to use it again as water with a high
additional value. Up to now, our company has had results of the water recycling technology that uses
reverse osmotic membranes of the desalting of seawater, the in-vehicle clean water set, and the plant
effluent recycling, etc. In this text, the operating condition in which the trans membrane differential
pressure�TMDP	was not raised, was requested by the fouling model�� value model	about the
driving control method of the security membrane that protected the reverse osmotic membrane. �value
model was able to reproduce the situation of the fouling well caused by COD, and driving that did
not raise the TMDP was possible with the flux that became �Q0.

Key WordsW

� リ サ イ ク ル Water recycle
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は じ め に
�はわたしたちにとってあまりにも��な��で

あるため�その��	に
�く�はないが��は
��としては��な	�を�している�たとえば�
�の������は25�で4.18 kJ/kg/K�����
は０�の�で0.56 W/m/K�����は100�で2.25
kJ/kg と� ��のうち!"で�１# $%�&から'(
される)*+を"きく,-っており�この��	に
より��は�./�や�0�として1くもちいられ
ている�また�23%モーメントも6.17410530 C�m
と67$%のうち!"で�89:8;の<�を<=
できることから�;>な$?で@A�としてBCさ
れている�このように��はD EFのGでもっと
も8くBCされている��である�
HIで�JKをLでKまれ�"M8NのOPを�
するQがRは��STとはUVとのWXもあり�こ
れまで�8�の�をYZしてきたといえる�しかし�
[\の"]^_��`のaGなど��のユースポイ
ントがaGするにつれ�bcd�STがef_して
きており�また�ghリサイクルのijdニーズか
ら�リサイクルをklするmnもopしつつある�
qrでは�stの�リサイクルのuvをwxする
とともに�そこから�Eするニーズにyえるziの
�リサイクル{|についてwxする�}�リサイク
ルシステムのH~dフローを�１に�す�#

���リサイクルの����
���シンガポール�������	

�NEWater�とはシンガポールで�められている
��を���して���hに�するR�プロジェク
トのことで�GR�では��E��という�シンガ

ポールはマレー��の��にあるM��ほどの��
のRで�"きなPがないため��hを�Rのマレー
シアに��している�しかし����マレーシアか
ら�h�の"�な+,げを��されたことをきっか
けに�st!��の���{|をもちいた����
�の�EBCに��んでおり�uf�すでに��１

に�す４��の����\で ¡Gであり�2011�
にはR¢の�£¤の30¥を¦う§¨である�
��EのI©としては������をª«ろ¬�

}MF�#で��し�®¯°�}RO�#をもちい
て±²³�´'µ}UV#¶·して���hに¸し
ている�
��
 オーストラリア�	が
むもっとも��した

�

¹n"Rオーストラリアのºばつはstの»¼½
¾にも¿ÀをÁえ���のstd»¼のÂÃは�バ
イオÄ�ÅÆÇ'にもオーストラリアのºばつによ
る¿Àもあるといわれている�
HÈ��この100�Éで!Êといわれる"Ë�が
あり�シャワーのÌさにÍるまでÎÏされ�ÌÐÉ
シャワーにもÑÒがÓせられた�ÔÕ"Öオースト
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ラリアでは�����は�に��	
となっている�
������の�り�として�2 000��の�
�をつけた�����のプロジェクトが�められて
いるが������は��コストが�いため� !
して�"�#$�の%&'が()されており�シン
ガポールより*NEWater+の,-が./されること
になっている�
����が�の���

0が1の2345�6は�1 700 mmで7834
の�２9であるが�:;<=が�いことから�１:
>たりの���6としては�3 300 m3/2と7834
の���?"となっており�２@ ABCDがEいなどF
$GにHまれないIJKやLM�NOなどでは��
��をPQなくされている�
>Rは�Sくから ROTをもちいた�リサイクル
,-のUVにWXんでおり�すでに�NOの�YZ
を[うための�����\]�^�を_Gとした`
ab�のb�cd\]�"�#$�のe�&'など
fくのghをiしている�?"にそのAjをklす
る�

����の�リサイクル�	
���
�����	３

��の���mとしては�nopなどのqrs\
]ではtVmのu'もvられるが�0が1のNOw
けのようなxrs\]では�yエネルギ�コンパク
トかつz{|$が}~G��な ROTのu'がA�
Gである�RO Tmの��フローは��#$\]
��ろ��MF Tまたは��ろ�T�UF T@@�RO
Tであるが���のa�は������に����
が��するのを��するため���によりV�させ
た�����ナトリウムを���に�/する�また�
��nに５mg/L�=�まれるほう�は�ほかのE
 ¡にくらべ ROTでの¢£¤が¥いため�¦§�
¨�©の１mg/Lª«に¢£するため�>Rでは¥

¬ ROTを®に\¯した°® ROT#$システム
をu'している�これにより�#$�ほう�34±
=0.5 mg/L を²³Gにえている��２３@に�¨jを
´す�
�������������	４

o2µ¶では�q6に�を·'する IT¸¹`a
があいついでº\されたため���»には¼½な�
YZに¾っている�そのため�¿ÀÁは`aに�し
てb�%&'のÂ.をおこなっており�>RもqÃ
TFT�Thin Film TransistorÄÅTトランジスター@
ÆÇ`aにb�cd\]をÈ/している�TFTÉ
Ê`aからbËされるb�は�E Ìb���±=
i Ìb��¥±=i Ìb�にqÍされる�
E Ìb�は�イオンÎÏÐÑにより�ÒÓ.¤
Ô�S/cm?"にまで¢£ÕÖである�また��±
=i Ìb�は�×Øして�¡#$をおこなうこと
もÕÖであるが�\]rsがÙÚにqきくなること
から�ここでは�tVmをu'している�V�する
ÛÜ�をcdして%&'するもので�µ¶では�j
のないÝmであるが�qÃ`aではiÞなÝmとし
てßàされている�AÝ�¥±=i áb�は��
6もfいことからtVmはYâãなため�>Rでは�
�#$として�¡#$をu'している�まず�ä³
åæçÒá�¡#$�¯�BCFÄBio Contact Filter@
で�TOC�Total Organic CarbonÄ�i ��@�

�を�¡で��した�MFT�ROT#$するこ
とにより%&'ÕÖな�¨にしている�

��������	
�リサイクル,-はTのファウリング��れ@�
�,-といっても��ではない�とくに�`ab�
では��¨がqきく�	することから�ROTの�
#$として\¯するMFTの
�が��となる�こ
こでは���ái ¡�ib�をリサイクルするa
�の�MFTの���jについてklする�
���� �

�い�けを��とする�NTの_�まりは�T�

�のケーキ��による_�まりと���へのゲル�

¡¨の��にqÍされる�ä�¡¨�SS@をfく
�むa�は���が���となるが�SS が�ない
vた_にきれいなb�のa�は�がメインとなる�
ケーキに�する��はfくなされているが���の
_�まりについての��はほとんどなされていない�
これは�����い�けを��とする�NTの'�

が SS の�Nに�られていたためで�����のよ
うなvた_に��な��への�'では��»�_�

りを�じることがないため�あまり�_されなかっ
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たものと��される�しかしながら�����の�
	は�
ろ�などで�たに��な��に��でき
ても��くの������や��イオンを�んでお
り�����に�く まりを!じる"が�く�ら
れる�そこで�#$へのゲル%�&の'(による
 まりの�)�*を+みた�
�２に#$へのゲル%�&の'(による まり
のモデルを,す�ここで�
- #$は./%である�
0 ゲル%�&は#$123から45.%に#$1
6に7かって'(する�
8 #$1の9れは:9である�
と;<すると�#$16における=(�の�&>?
および Hagen-Poiseuille の@よりA@がBりC
つ�６D

�������� ����
���
� E1D

ここで�
�������	�����
����������

����

������
����

E2D

�FGHIPaJ
�F9KIm3/minJ
��FゲルLMIkg/m

3J

�FNOIdJ
�F#$PさImJ

F#$QIRJ

�FゲルSMIkg/m3J
	FTGUVによるゲルWXKIm3/dJ

�は� り�&の'(�����と�W�	��の
バランスを2すYQで�ここでは �ZEBalance
coefficientDと[する��Zがゼロの\]では^O
_Gの�`がないabがcdとなる�
��� B �モデル��

�３のeG@./fghi^モジュールに�^j
�9kEFluxD1.44 m/d でl�した�	の^O_G
のmnopおよび�Zのパラメータフィッティン
グを�３に,す�パラメータフィッティングによる
qrはstで��Zモデルにより^ りuvをよ
くwuできることがわかった�
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����2�より���は�	り
�の�に��
があると�えられることから��	り
�の��と
して COD を��し���との��を�べた��４

に��とCOD��の��を�す��４より��0
�����が��しない� !"�となる COD�
���#$�を%めると�6.7g COD/m2/d で�&
' COD��()5.7mg/L�よりこのときの Flux を*
+すると1.2 m/d となった�そこで�� 83,�よ
り Flux を1.2 m/d に-げて� したところ�ほぼ.
�の����で� することができた��３��

このように�/0の0�にあった�	りモデルを
12することにより�MF�の13な� を45す
ることができる�

お わ り に
206789�/0:;<=は>きな?@をとげ�

ほとんどのAB�/0をCDいく0�まで:;する
ことがEFになった�しかし�6GH0IDがJば
れるK�2167はLに0を:;するだけではなく�
MNしてOP2することが%められるQRといえる�
SいTがUでは�VWHな0IDはないが�それで
も�XYHにはZ[となっているところもあり�ま
た\]によっては�^&0�_`あるいはa0のb
cから�0リサイクルをdeするf]gもhえつつ
ある�
0リサイクル<=においては�そのijとなる�
のWFもkiであるが��のファウリングl`がm
nでなければ�そのWFもopされない�qrは�
これまでsみ�げてきた4tとuvにwえ�xyで
z{したような;|H}~に�づくファウリングl
`<=により�ユーザニーズに�えていきたい�

������
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排水の回収技術と実施例
Wastewater Reclamation Technologies and Applications

排水リサイクル率のさらなる向上を目指して


の��をよりめてゆくためには������
��の�
�たとえば��������
の

��が��となる�����
の��では�として !"#$!が%�され�����
の��で

は& $!と !"#$!が%�される�'()の*からも+�
は,-して�
され�$!され

ることが.�である�/0では�
��のフロー1と２つの231を4した�231では����


はイオン5678で9
として��し�����
は:,;<)=>78と?@A:78により

$!し�B
としてCD�されている�

In order to promote reclamation water more, it is necessary to reclaim not only cooling and heating
water but also wastewater, for example inorganic and organic wastewater. On the one hand physico-
chemical treatment is mainly used in reclamation of inorganic wastewater, on the other hand, biological
treatment and physicochemical treatment are used in reclamation of organic wastewater. For not only
easy reclamation but also economical reclamation it is important that both water are discharged
separately and treated separately. In this paper, we show two examples of reclamation wastewater with
application and flow. In one example, we recover the inorganic wastewater by a ion exchange treat-
ment system, and the treated water is used for pure water. In the other example, we recover the
organic wastewater by a membrane bio-reactor system and a reverse osmosis membrane system, and
the treated water is used for process water.

Key WordsE

� 
 � � Wastewater reclamation
� � � � 
 Inorganic wastewater
� � � � 
 Organic wastewater
イ オ ン 5 6 Ion exchange
:,;<)=>F Membrane bio-reactor
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ま え が き
���������	
によると2005�の�が
の�����は��で�516� m3������は�
110� m3となっている�１�これらより��の���
を	�すると78.7�となるが�2000�の78.6��
2004�の79.2�と !してほとんど"#が$られて
いない�
�����と���の%&をみると������
が'い�(ほど���が)い�また�����が'
い�(ほど*+,-.��の �も)いことより�
��の/0�は12な34により��することが5
6なこれら*+,-.��が78であることが9:
される�
���をさらに;<させるためにはこれらの=�
>?の@A�すなわち !BCれの'い=�を/0
としなければならず����の�Dを$EえたFG
な34HIのF�がJKとなる�２�

=�の��により�34コストのLM��NOの
PM��QへのRSTULM���のVWしたXY
などがZ[できる�また�の���に\]を^けに
くくなるため�_`a;を$Wめながらの�`bc
に/してもdefがgすものとhえられる�なかで
も��iのjkは��lmnoのインセンティブと
なるため���でpべるnoqrがsKとなる�
tuでは=���システムのnoにvwてていた
だけるように�=���のxtBなhえyをpべる

とともに�z{Q=�および|{Q=�の��}に
ついて~�する�

��� � � �
�������の	
��

�34lmを	�するにあたっては=�����
O�������などをもとに��をqrしてゆく�
=���としては�=�の��,�|����など�
�O��として���の��6����における�
�$�,g�/������������など��
���としては���56な���������\
���4�������������� などが�
まれ�これらより� Bにqrをおこなう�
��¡のiでは¢£l�¤¥¦�§のトータルで
¨�される�¥¦�のなかには����©o��と
������が�まれるがこの��のª«により¬
Nメリットがªきく"わってくる�わがでは�N
OにまれているためV�な����をo®できる
¯°も'いが�)�な<�を��し���±が��
�である` には���と������のみで１
m3あたり²³´をµえることもある�このような
ケースでは���を60�><に)めても��Bな
メリットがZ[できる�
���� �  �

z{Q=��|{Q=�それぞれについての=�
��フローの}を�１に¶した�z{Q=�の��
では·¸�を¹ºしたのち��を»¼#し�½¾A
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���ろ��または�ろ�により��を	
する�
����を��する��が�る��には����
��やイオン����を��する�
� !"#については$ !"#と%&に'()
をおこない�*+()により� +を	
する�,
-./+が0い��には,12�による'()をお
こなうことがある�"#の� +34により56�
()と76�()を8�せた9:()か�または7
6�による１:()を;<する�=>はこのような
*+()による� +	
の?には+)@A()に
よるB4()�Cを��するケースが0い�
DEするFGの��� +を	
する��があ

る��には�H�IJKまたはオゾン()をおこな
う�L#��のM#としてNOPする��にはさら
にQRST@などによりUGな� +も	
する�３V

このように*+()をWめた� !"#のXYで
は$ !"#の��とZ[して�C\Pが]^しや
すいが��に�34の� !"#でNOP#の�_
#�も`やかであれば':の*+()をabしcd
eにXYがおこなえるケースもある�
���� � � �

� !"#では$ !"#とZ[するとXYプロ
セスがfgになりやすい��34の$ !"#でも
FGの� +をWむ���XY#のPhによっては
XYコストが]^する��もあるので�*i�Cj
での2kがlまれる�またXYにはmnoなB34
"#をpqさせないようなr�sの"#!tのuv
も��となる�

������	の��

������の��

wxyzではふっ{などの()をおこなったあと
|#へ}~していたが�1#\P�|#}~\Pの
��を��するためイオン����によるXY�C
を�qした�その����C\Pは��でXYする
ことができ�#��の��にもつながった�
���イオン����について

イオン����はカチオンおよびアニオンのイオ
ン�2をイオン����にJKさせて	
し���

にイオンが��すると��により�K�N*Vさせ
る�イオン����にはカチオン�2をJ�Kする
�T�カチオン����と�T�カチオン�����
アニオン�2をJ�Kする����アニオン���
�と����アニオン����がある���の�が
��にくらべJK�が�いためイオンの	
��は
Bいが�N*��の�PGは��にくらべて0くな
る�
イオン����では�M#のイオン34がBいと
N*��が�くなりXY�が�|するため�Z[e
イオン34が�い"#のXYにnしている�
�����の��

������ C � �

*iH�にともない���の"#が" されてい
るが�そのなかでT!"#と¡¢£ブロー#を¤¥
としてXYをおこなった�T!"#はふっ{をWむ
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�１ $ !"#XY�Cの�u®

" # ( ) #
�XY#V¡¢£ブロー# T!"#

#G�����V ��� ���
¯�����°�	 ��
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��１ $ !"#XY�C



��で����およびカチオン��をほとんど�ん
でいない�
�１に	
�の
��を�した�������
の�����は��の２�５�あるが����の�
����は��の1�200��に !されている�
���は"�として#$%&で'()している�
*+,-としては./01,-も23したが���
の45を67してイオン89,-を:)した�なお
��しなかった;の��については<=どおり��
*+
�で*+>�?�@Aしている�
�����
�フロー
�２に
�フローを��１に
�BCを�す�D
EFブロー�はG4HFにて��IをJKしたのち�
LM4カチオン89NOFにてカチオン��をJK
する�その>�PHMFによりHM�をJKする�
その*+�とMQ��をRS>�TUV4WLUV
4のXYZのアニオン89NOFを[してアニオン
��をJKする�\>に]^のカチオン��をLM
4カチオン89NOFによりJKする�
イオン89NOの'_はUMと`4ソーダにより
abしているが�'_��にはふっcが�まれるた
め�d
の��*+
�で;の��とともに*+し
たのち?�@Aしている�
������の�	

１e'_f�がgい
TUV4WLUV4アニオン89NOFをhみS
わせ�LUV4アニオン89NOFの'_ijでT
UV4アニオン89NOFの'_をおこなうことに
より'_klm)^をn!した�また�LUV4ア
ニオン89NOFについては'_>のoち�がりが
pく�*+�qのrいsA'_t�sA[��?s
A'_e,-を:)している�
２e"�レベルの���
\>uにLM4カチオン89NOFを
け�]^
のカチオン�をJKすることにより*+��qのs
�をvり����を"�として()している�
３eQwx*+によるコストダウン
MQ��はほぼアニオン��のみである�pH が
 くHMをほとんど�んでいないため�G4HFy
LM4カチオン89NOFyPHMFをz{した�
この|}�
�~)およびランニングコストを 
!できた�
���
�の�について

	
�を��するにあたり��と#�に��W�
�を�ね���に�さない��を�むMQ��につ
いて��して�x��していただいた�これにより�

f��な��システムが��できた�

�����
�の���
�������の��

	#$%ではすでに ��の��Q��を��W
'()していたが��たに*+が��となった��
4�cを�む��と IPAtイソプロピルアルコールe
��についても��することになった�

�の
�スペースの��や��I��がgい�
�であることなどより�_I*+�としては1��
G4���４eを:)した�
������������について

��Q��*+ではa�の�いG4���の�j
��t���eを1����で� したものである�
1��G4���の¡¢を£に�す�
１e*+�qの¤¥¦Wg�¦
��の�j��を1でおこなうため�m)する1
の��§¨に©じたªaな«¬IqのJKが®で
ある�また<=のG4���のように���¯4に
より*+�qが°±されないため�¤¥した�qが
えられる�*+�はトイレ)�や²�)�³の´)
�として�また./01*+をµてプロセス)�と
しても'()が®である�
２e
�のzスペース¦
���が¶�となる�また<=のG4���より
も２�３�の����で·¸が®なため¹��º
»を¼½できる�とくに�cの¾¦�P�をおこな
う¿Sには
�のコンパクト¦が®となる�
�����の��

�����
�の®À
�２に��Q����
�の
��を�す�
*+された�Áの��は�./01によるg�*
+をµてÂ�tÃにDEFÄÅ�eとして'()さ
れている�
./01��から�Æされる�c�を�む�¼j
は;��とRSされて@Aされるため��Çの1�
�G4��
�では�cJKが®な
�となって
いる�
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�������フロー
��フローを�３に�����を��２に�す�
この��は�きく	の５つの
�に�けられる�
 ����
�

��を�む���を����するとアンモニアが
��するが�このアンモニアは���において��
�により������へ��される�	に ��に
おいて���によって��ガスへ��!"される�
この ���に#$な%�&'(には)*+ IPA
,%の-.を/0している�また12�および��
�における1234には5�627829:
;PABIO Flex５<<を� ��における=>34には
)?@%AB>9:;PABIO Mix６<<をC0し�D
EF�をGっている�
H IPA ��
�
この
�では)*+ IPA ,%の����をおこ
なう�����
�からIJするKLMNOで IPA
,%をPQすることにより�)*+による����
RへのSTUをVWしている�ここでも12には
PABIO Flex をC0している�
X YO�Z
�

�[に\]した^�Z9:;\]^<により�_
RKLのYO�Zをおこない��%をえる�\]^
には`abR�c+dでeれた PVDFfのAgh
ijkろl^をC0している��[の_RKL*+
は10 000 mg/Lmnの)い*+でo0している�
mpのとおり��%はq\r^9:をsてA%と
してt/0されるが�jkろl^でろlされている
ためuろlなどのm��とvwして�xyにozで
きている�

{ KL��
�

����により|�した}~KLを���を/0
した S-TE プロセス７<によってW��する�|�K
Lの�９�をW��しており����の�WをGっ
ている�
�  ���
�

������からは����によってS����
の����である��メチル�メチルメルカプタン�
アンモニア�の�2が|�する�これらの�2はa
b����の ��によって�2c+ 2.5��に�
�n��2��している�
�������による�	

��の ¡あるfb¢を£Nせることにより�,
%を¤¥し�?t/0するだけでなく���スペー
ス�¦§EFおよび���¨を©ª«に¬えた��
をJできた�
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む す び
������を��する	
の��な�え�と
����のフロー�����を��した�����
の��において��なメリットをえることは��
なポイントであるが���では��ポリシーとして
 !"#$%の&で��'アップにとりくむ��
が()している�また��*+への�,もますます
-./しているため�01では��*+の2'/�
34にも56んでいる�7	がすでに89している
ケースでは��サンプルを:くことにより�01に
てラボ;<を��し��な��プロセスをご=>
することができる�
�?が@A�Bでの�リサイクルCDのEFにな

ればGいである�
������
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ノントランスファー型プラズマ

溶融炉の高性能化
Performance of Plasma Melting

Furnace Using Non-Transferred Type
Plasma Torch


��さにまれるダイオキシン�などの����の�������の���な��として��

��� がある!ノントランスファー"プラズマトーチをもちいた#$のプラズマ��は�%&い

'�の
��さにも()することができ�*�+,�-.��や,�/0��も12しておこなえ

ることが34である!

5	では�#$のプラズマ��� の34と.わせて�1267�プラズマ��8の��89:

�およびプラズマトーチ;<の4=>についても?@する!

Ash melting is one of the effective treatment methods of incinerator ash for volume reduction and
decomposition of hazardous content. Plasma melting furnace with using non-transferred type plasma
torch, which Kobelco Eco-Solutions adopts, can be applied to various kinds of incinerator ash, includ-
ing fly ash/bottom ash mixture, or fly ash only. In this article, we introduce advantages of non-
transferred type plasma ash melting furnace, including stable operation in long term and long lifetime
of both of plasma torch electrodes and furnace refractory.

Key WordsA

� � � Ash melting
プラズマ��8 Plasma melting furnace
ノントランスファー Non-transfer
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ま え が き
1990��から�ごみ��にともない��する��
�さに	まれるダイオキシン
などの���によ
る��や������の����から�����の
��が められてきた!
その���さの��"#には$%&'があり�(
)として�*+,-�*./-をもちいる&'0�１１11

に2けることができる!コークスや34などの*+
,-をもちいる&'にくらべて���5の6(ボイ
ラで��した7/を89した�..:をもちいて�
���する*./-&'は�;<+,の=9>が?
なく�@ABCが?ない!
この*./-&'のDにもアーク&'�./EF
&'�プラズマ&'などがあり�GHはプラズマ&
'をI9している!またノントランスファーJプラ
ズマトーチのI9により���KLのMNにOわ
らず�PQしてRSができることがTUである!
VWでは�RSのPXM�プラズマ��5の��
5YZやプラズマトーチ.[のU\]などのGH
のプラズマ��^_のTUについて`aする!

��プラズマ����の��２�

���プラズマ	


プラズマを��させる&bには�プラズマトーチ
cにd[とe[のf&を�するノントランスファー
J0gh�NTR とi1と�いずれかj&がトーチ
にあり�もうj&がk��KLにあるトランスファー
J0gh�TR とi1のふたつのタイプがある!
ここではGHがI9している NTRJプラズマ�
�についてのl�と�そのTUについて`aする!
NTRJプラズマトーチのminを�２にoす!
pqにe[とd[を�する NTR トーチcでアー

クを��させ�そこにrsガス0t/1をuvする
ことで�プラズマジェットを��させる!このプラ
ズマジェットにより�uvされる���さを��す
る!
�����プロセスフロー

��5にwえて�x"する��5を	めたフロー
のjyを�３にoす!
��5で��した���さを�プラズマ��5に
uvし��する!��スラグはz�{で{|され�
}Nの{|スラグとして~�される!また�この{
z&'のほかにtzもI9でき�$�"��に�わ
せた&'を��することができる!���さDの�

��@Aソリューション^W Vol. 5 No. 102008�8136
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�は���スラグ��に��するため�	
�に�
�にタップ�を�けて��メタルとして�き�し
ている�
���ガスは�����で��され���バグフィ
ルタで��される����で��する HCl や SOx
などの��ガスは� !"を#き$むことで�%す
る�その&�'��ガスと()して*+から��さ
れる�
また'�,さに-まれる Pb や Zn, Cu などの.
/�0は����ガス1に23したのち���バグ
フィルタで45される��6"1に78される�こ
の��6"は�9:;:して<=>が?@である�
9:;:とは��6"からAB/�をCDすること
であり�また��6"をEFてGHするIJがない�
KLの NTRMプラズマ���をNOしたPQR
STクリーンセンターでは���6"を9:;:し
て<=>をおこなっている�
�������プラズマ���の��

NTRMプラズマ���のUなVWをX�にYす�

� U"Z6"[(や6"\]��でも^	した_
`�

U"Z6"[(や6"\]��では�"1のab
H7cがdいため�TRMプラズマef�アークe
f�およびghijfの���では�kglmがn

わりやすく��loがp^	になる�またa>qが
�����や２rs'tでu�するので�vwがx
こり�_`のyz{|となる�
しかしNTRMプラズマ���では�プラズマアー

クがトーチ}で~�するため�abやa�c�の"
Hの�lや���スラグの�lによる��がない�
また��g�にkgするIJがないため���から
�����を��にP�することができ�����
�もd�に��できることから�a>qによるvw
がxこらない�

� _`の���
アーク���をg��によって���に��させ
ることや�g�を��することにより�プラズマトー
チg�の��はWい��２カ��� ¡pJ¢�そ
のため�トーチ��£にIJな¤¡¥¦§cは¨な
い�
また��g�にkgするIJがないため��のF
ち©げが��である�
そのª�"の«¬のn�に®じた¯�い���
�への°±が��であり�²³´_`もµH¶®で
きるなどのVWがある�

� _`の^��
プラズマトーチの �ガスに·hをもちいており�
���からの CO�の?s�ガスはほとんど��せ
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ず���は�����で	
できる�よってダスト
による�がおこりやすい２����が��である�
また���の����が��であり���を��
�だけで��できるので��からのメタル�れなど
が こらない�プラズマトーチからの��が こら
ないなど�!"#に$れている�

��� � � �
NTR%プラズマ&'�の()*+を�１に,す�
�-./01&'�の23もあるが�いずれも!4
56を7けている�

��� � � �
������	
�

�４に89:;<=>?@AのB7	
*+を,
す�
C23ではD１カEごとに&'メタルをFきGし
ているが� HIJKがLMなため�１Nで	
を
OPすることができる�
また�-23からQRする./をほぼ"S&'T
Uしているが�./VWによる	
へのXYはない�
�������

�５にZ23の�[\0]と/TUSの9^を,
す�
Z23とも/TUSが_`するほど�[\0]は
a8する�
また�スケールアップbcがdられ�もっとも&

'e[のfきい89:;<=>?@Aでは�gh	

ij35 t/dkでD890 kWh/t であった�
��������
�

	
lmnoでpqしたとおり�Z23によって
rsがtなるが����のuMな=vwxをおこな
うことで�yzレンガの{|rsを}ばしている�
�６に89:;<=>?@Aのyzレンガの{|r
s�およびそのrs~のTUSをまとめた�
���130N��の	
rsごとに����の{
|をおこなってきたが���は��が��に�れる
�に�����を~�に=v�にwxすることで�
���の�r��を�っている�
���プラズマトーチ���

プラズマトーチ��に���の�W����をも
ちいている�これに`えて�プラズマアークQR�

��;<ソリューション�� Vol. 5 No. 1j2008�8k38

�１ ( ) * +

2 3 � 89:;<=>?@A `��:|クリーンセンター クリーンピア��

�-�
�- ¡

�-e[

ストーカ¡
180 t/d¢１

£H¤¡

144 t/d¢３
£H¤¡

46 t/d¢３

&'�

&'¥¦�

&'e[

プラズマトーチ

§/¨./¨©ª�-�の/
41 t/d
ノントランスファー¢２

./

30 t/d
ノントランスファー¢１
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12 t/d
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を���によって���に��させることで	プラ
ズマ�
の��な��の��を�っている�
��の�����クリーンセンターにおける	プ
ラズマトーチの�
��について�７にまとめた�
�
��
で� 1 300!"	#
��
で� 
2 770!"であった�プラズマトーチ�
の$%は
&２カ'ごとであり()におこなう*+はなく	,
-して./01をおこなうことができる�
���ダイオキシン���

23456のダイオキシン7が	2389からの
:;<=のほとんどを>めており	23456のダ
イオキシン7の?@AはB+である�

CDEFGHにおいて	その45をIんだJK5
をLMしたHKのダイオキシン7;<=を�２にN
す�
LMOPをおこなうことで	LMQから;<する
RSTのダイオキシン7UVは	WXYをZ[にC
\る�また89から;<される:;<=は	0.42
�gTEQ/ごみ ton とZ[に�い]^となった�23
45のLMOPは	ごみ2389から;<されるダ
イオキシン7の��に_きな`^をaっているとい
える�

む す び
bcのプラズマLMQのdeをfgした�
hiもさらなる01の,-j	kljのmnにo
めるとともに	pqrやstrの��にuvみ	プ
ラズマLMwxのさらなるjymnをTzしていき
たい�

���	
�

１{|}c~の�をつなぐごみとC�のLMスラグ�エ
コスラグ{�`�pの��とデータ�	�2005{
２{�������}�ソリューションw�	Vol.1	
No.1�2004{	p.22
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�

�７ プラズマトーチ�
��

�２ ダイオキシン7;<=

ス ラ グ

LM45

���さ

; ガ ス

0.0000026 ngTEQ/g

0.019 ngTEQ/g

0.0088 ngTEQ/g

0.0013 ngTEQ/m3N

:;<= 0.42�gTEQ/ごみ ton



ま え が き
�����は���が	
する��を���とし
て	することができ���において�����の
�����に�かすことができないものである�そ
して���の�����のためには�������
����の� �が!"になってきている�
�#�$%の&'()に*を+ければ�,-./
�012�&'�な3401の56�が01となっ
ている�この0178の9:として�;が<が
す
る34��がクローズアップされてきており�=れ
た34��の<>?への�@と
ABCがDめられ
ている�このようなEFにおいて�34��にGす
る�����をいかにHIてるかが�34にJわる

��にとって�きわめて%K�なL1となっている�
MNは�OP34ソリューション��として�

Cな34��を	
しており�MN��を����
�として	しBCするようにBQしてきている�
RSでは�MNの����BQのTUとVFをWべ
るとともに�XWのYZからの%[の����\]
についてWべる�

����の������の	

���	�����

MNは�^_��!`�なTabc�のために�
Ta\]defというMNghのijを��し�k
Q�にlmnとopしているq�１r�Ta\]d

efとは��smn�����t�uvwのxyが

z{34ソリューション�| Vol. 5 No. 1q2008}8r40

当社の知的財産戦略
Intellectual Property Strategies of
KOBELCO ECO-SOLUTIONS

;が<において�2003~の�����Rjの��[���I<に+けての��が�んできており�

����において����をより!�する�+になってきている�また�&'�な3401の56

�から�;が<の34��に�*が�まってきている�RSでは�OP34ソリューション��で

あるMNの����BQを��するとともに�%[の����\]についてWべたい�

In Japan, since the enactment of the Intellectual Property Basic Act in 2003, institutional reforms have
been promoted in an effort to create a nation based on intellectual property, and there is also a
growing trend in corporate management towards placing more emphasis on intellectual property. In
addition, due to the deepening of global environmental problems, attention is now being focused on
Japan's environmental technologies. In this article, besides introducing the intellectual property activities
of our company, which is a corporation that supplies a comprehensive range of environmental solu-
tions, we would also like to describe our company's future intellectual property strategies.
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知的財産権の弁護士といわれる ｢弁理士｣ 試験に

当社から２名が合格

弁理士とは発明や商品名などの知的財産権に関する権利を守るスペシャリストです｡ 弁理士は, 現在, 全

国で約７千７百人います｡ 毎年約１万名が受験する国家試験で, 合格率が６％程度という難関の資格です｡

この弁理士試験に当社では２名が同時合格するという快挙を成し遂げました｡

弁理士の業務は, 大きく分けて２つあります｡ １つは従業員の皆さんが考えた発明や商品名などを権利化

するために, より効果的な出願方法や出願内容を検討して特許庁に対して手続をおこなったり, 特許庁の審

査結果に対して反論をおこない自社の出願の権利化を図る等, 自社技術保護・強化のための活動です｡ ２つ

めは, 他社の技術調査や他社の権利に対する侵害性の判断など, 他社の権利を侵害しないための活動をおこ

なっています｡ どちらの活動も当社技術を保護し事業をスムーズにおこなうためには非常に重要な活動です｡

他社では特許事務所などに所属する弁理士に依頼する業務を, 当社は社内弁理士を有するため社内で処理

することができます｡ 社内弁理士は, 自社技術を熟知しているため, 法律的な観点による権利保護のアドバ

イスは勿論のこと, 技術的な観点からの的確かつ強力な権利保護の検討をおこなうことができます｡

当社の弁理士は専門性を生かし, 戦略的な知的財産権の取得を図るとともに, 当社のあらゆる技術を知的

財産権でガードすべく日々業務をおこなっています｡
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